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ブッキングサマリ：（図1）   

稗港，揚港．高さ毎のRT（面積の単位）を表し   

た表．   

1． はじめに  

自動車船は，日本の敦ヶ所の港から海外の敦ヶ所の  

港へ自動車を績んで運搬する船である．貨物（自動  

車）は高速に自走できるため，搬入・搬出が比較的短  

時間で行えるというメリットがある．船内は立体駐車  

場のようになっているが，  

効率を重視するためスペー  

スのほぼ100％を使い切る  

ようにしている．そのため，  

出人口から駐車スペ冊スま  

での通路が空くように搬  

入・搬出を計画しなければ  

いけない．   
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2．方針  

基本的には，最初に積む車両は奥に，最初に揚げる  

車両は手前に置くようにしなければいけない．また，  

船内のデッキの高さは異なっており，背高車両は背高  

デッキにしか置けない．背低車両は背高デッキと背低  

デッキに置ける．このような条件を満たす積み付けプ  

ランの作成は非常に推しい問題となっており，非常に  

専門的な作業で高度の熟練を要している．プランはこ  

れまで，プランナ断と呼ばれる熟練者によって行われ  

ていた．熟練者以外にも作業が行えるように自動席割  

が必要となってきている．   

積み付け制約には以下のようなものがある．   

・車両を積むことができる．   

・車両を韓げることができる．   

・車両の高さがデッキの高さより低い．  
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図ヰ 結果〈横港別）  

サイドビュー：（図2）  

船を横から見た図．   

グラフ：（図3）  

ホールド（区切られた空間）の接続関係を表した  

図．アークの所は接続されている．   

船はA港→B港→C港→Ⅹ港→Y港→Z港の椴  

に寄港する．図1は，A盲巷で積んでⅩ港で揚げる車  

両が100RTあることを表している．同仁十デッキ間で  

は，隔壁がないホールド間を移動できる．異なるデッ  

キ聞では，スロープにより移動できる（アhタとして  

表現）．   

自動席割の目的は，与えられたブッキングを，制約  

を満たすようにホ声ルド（グラフ上のノ巾ド）に割り  

在ることである．ホホルドには容量（単位＝RT）が  

決められている．   

自動席剖を教程計画として定式化すると，混合整数  

計画問題となり非常に熟しい間塵となる．自勤席割ア  

ルゴリズムでは，ローカルサーチを基本としたヒュー  

リスティックアルゴリズムを独自に開発した．   

近似解法の解の例を図4に示す．  

4．おわりに  

本解法は，運用システム（図5）に組み込まれ，年  

園5 メイン画面  

間数百万台のプラン作成に役立っている．この自動席  

割アルゴリズムは特許出願中である．本システムの開  

発に問わった日本郵船会社自動亭船グループ，NYK  

システム総研物流・ニュ轡プロジュタトグループ，構  

造計画研究所数理技術部の方々に感謝したい．  
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